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1 はじめに
近年，音声認識技術が向上してきている．マイクの直

近で 1人の話者が発話した音声に対しては，高精度な音
声認識が可能であるが，複数人が同時に発話した音声に
対する認識率は低い．複数音声の分離ができれば，ミー
ティング等の議事録の自動生成が可能となる．現在，音
源分離技術の中で独立成分分析に基づく手法が分離精
度が高いためよく用いられる [1]．しかし，この手法は
音源数以上のマイクが必要となる．ミーティング等の音
源数が未知であることが多い実環境において，独立成分
分析に基づく分離は難しい．
一方，信号のスパース性を仮定することで音源数に

関わらず 2つのマイクで録音した音を分離することが
できる DUETという手法がある [2]．DUETを用いた
音源分離において，マイク間の距離とサンプリング周
波数がトレードオフの関係にあるという問題点がある．
マイク間の距離を数 cm以内にする必要があり，実環境
での応用が難しい．
そこで本研究ではこれらの問題を考慮し，単一マイク

で録音した複数話者の音声から所望の音声をウェーブ
レット変換を用いて抽出するシステムを提案する．

2 音声抽出システム
提案システムの処理の流れを図 1に示す．単一マイク

を用いて混合音声を取得し，観測信号を単一話者区間と
複数話者区間の信号に分ける．分割した各信号に対して
ウェーブレット変換を適用し，係数列を取得する．単一
話者区間の係数列を分離のための特徴量として用いる．
係数列の相関係数を比較し，相関係数がしきい値 0に
達するまで係数列同士の差分をとる．係数列の相関係数
がしきい値 0に達したとき，差分をとった係数列を用い
て信号の再構成を行う．これらの処理により所望の信号
を抽出する．

図 1 音声抽出システムの流れ

3 混合音声の分離
提案法が有効であるかを確認するために，男性と女性

それぞれ 1人ずつの混合音声に対して分離の処理を行っ
た．前提として，録音した音声内で単一話者区間およ

図 2 混合信号 1 図 3 分離信号 1

図 4 混合信号 2 図 5 分離信号 2

び複数話者区間がわかっているものとする．シミュレー
ションは 2種類の混合信号に対して行った．1つ目の混
合信号は，男性と女性がそれぞれ別に録音した音声を簡
易合成した信号であり，図 2に示す．2つ目の混合信号
は，2人が同時に発話している音声を録音した信号であ
り，図 4に示す．前者を混合信号 1，後者を混合信号 2

とする．
混合信号 1に分離処理を行った結果を図 3，混合信号

2の前半部分に対してのみ分離の処理を行った結果を図
5に示す．それぞれの分離信号を分離信号 1および分離
信号 2とする．分離信号 1および分離信号 2の音声を確
認した結果，音声が分離されていることを確認できた．
しかし，所望音声以外の音声が残っている部分があるた
め，音声の完全な分離はできていないことがわかった．

4 まとめ
本研究では，単一マイクで録音した複数話者の音声

から所望の音声を抽出するためのシステムの提案を行っ
た．シミュレーションの結果，完全な分離はできなかっ
たが所望信号以外の音声を軽減することが出来た．より
精度の高い分離を行うためには，適切なしきい値を検討
する必要がある．
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